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東 近 江 市瑞晃建築事務所
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ＦＡＸ    ０７４８-２４-５３３０

ＴＥＬ　　０７４８-２３-５３３０

特別な材料の工法17 　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。試験は、原則として公的試験場で行

市内下請

・　　・　９　・　１２

Ⅰ

工
　
事
　
概
　
要

準工業 工業 指定なし

第２種低層 第１種中高層 第２種中高層 第１種住居 第２種住居

近隣商業 商業 工業専用

備　考延面積

工 　事 　名 　称

工 　事 　場 　所

用 　途 　規　 制

NO 名　　　称 構　造工　　種

概　要　説　明

別　途　工　事

Ⅱ

そ の 他 の 規  制

材料の品質等14

18 材料の検査に伴う試験 （1.4.5）

適用工事種別

技能士 （1.5.2）

完成時の提出図書

化学物質の濃度測定

技術検査

19

20

21

22

取扱説明書の作成24

設計ＧＬ

・サービス版　　※キャビネ版 　主として内観

　主として外観

　工事月報用

　完了届提出用

　必要に応じ撮影する

・サービス版

・サービス版

・サービス版

・サービス版　　※キャビネ版

定期提出

完成時

工事中

着工前

区　分

　状況によりつなぎ写真・サービス版

　

　

工事写真25

26

27

29 施工体制点検

30 不法無線局の排除

地元説明会31

近隣家屋の調査32

バリアフリー33

施工図等の取り扱い

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

34

35

36

37

不当介入の防止38
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39 その他
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施工基準1

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項章

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

１

3 官公署その他への届出

工事実績情報の登録

(ＣＯＲＩＮＳ)

別契約の関連工事

技術管理

条件明示項目

安全対策

総括安全衛生管理義務者

4

5

7

9

10

11

発生材の処理等12

産業廃棄物の処理13

５

動
力
設
備

工事範囲及び説明

電気方法

施工方法

使用電気

工事範囲及び説明

施工方法

使用電線

照明器具

配線器具

その他

４

電
灯
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ン
セ
ン
ト
設
備

種目 特　　　記　　　事　　　項適用

工事範囲及び説明

電気方法

施工方法

使用電線

負担金

その他

高(

低)
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引
込
設
備

１

２ 工事範囲及び説明

電気方式

形式

配電盤

変圧器

母線

付属品・予備品

受
変
電
設
備

３
工事範囲及び説明

電気方式

分電盤

施工方法

使用電線

その他

電
灯
・
動
力
幹
線
設
備

保険等28

(1.3.3)

(1.3.9)

(1.3.7)

適用基準等2

　と。

　受注者は、工事請負代金５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス(ＣＯＲＩＮＳ)入力システムに基づき、「工事

　受注者は、別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。また、工事

区分の取り合いについて図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

現場代理人等6

　　の期間)については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

電気保安技術者8

１　本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

２　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し、建設副産物の発生抑

３　受注者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステムにより的確に実

　　施すること。

準住居

第１種低層

床　面　積　(ｍ2)

２　特記仕様

　(1) 項目は番号に    印のついたものを適用する。

　(2) 特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

　　・印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。

　　・印と ※ 印のある場合はともに適用する。

　(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。特記事項に記載の「　」内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該

　　図を示す。

・本図は、工事の大要を示すものであるので、詳細位置等については、監督職員と打合せの上、その指示に従い入念に施工するこ

・本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書を含む図面、標仕により完全に施工する。上記相互間に相違のあ

　る場合の優先順位は、記載の順序とする。

・その他関係法規に基づき安全に施工すること。

・東近江市　都市整備部　施設建築課　工事管理マニュアル（最新版）

カルテ」を作成し、監督職員の確認を受けた後に、次に示す期間内に、㈱日本建築情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）に提出すると

　(1)工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　(2)工事内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

　る期間は、常駐の必要はないが、現場の保全を行い、緊急時の対応を速やかにとれる体制を確保すること。

　付しなければならない。また、変更が生じた場合は、速やかに「現場代理人等変更届」を提出し、同様の確認を受けなければな

　らない。

３　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

５　主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間

　(2) 工事請負契約書（以下「契約書」という。）第３１条第１項の規定に基づく完了した旨の報告を受け、完了確認した翌日か

　(1) 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまで

　　ら契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。 　　　                         

　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理に当たらせること。また,建設工事公衆災害防

する。

　・要　　・不要

２　材料、工法等の変更により建築基準法第６条第１項「計画の変更に係る確認」の申請(法第１８条第２項においての適用を含

　精算した内訳明細書を提出し、監督職員の承諾を受けること。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建築工事保険等を工事目的物に付するものとする。

　を行い、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

　者と協議を行い、支障のなきよう努めること。

　に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講ずること。また、実施運営についても担当

３　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討の上、事前に協議

４　喫煙等については、一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。

５　受注者は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

６　建設機械は、国土交通省指定の低騒音型建設機械（標識を見やすい箇所に表示すること。）を使用すること。

　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者を指名すること。

※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

１　部分的な設計変更又は一部の追加工事などに関して請負代金に増減が生じた場合は、受注者は、施工に先立ち工事費の増減を

２　工事車両の出入りについては、速度制限を遵守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員を配置するととも

　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　(3) 安定的な供給が可能であること。

　(4) 法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること。

　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

15 材料等の保管

建築材料等16

　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量についても、作業

　建築材料等は、極力市内産品を選定することとし、製品等は、特記されたもの又は同等品以上とする。ただし、同等品以上とす

る場合は、監督職員の承諾を受ける。

屋内で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。あわせて、その他室内空気

汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である材料を極力選定する。（標仕を参考とするこ

と。）更に、環境配慮の視点から、グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品や建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル

うものとし、その場所の決定に当たっては、監督職員の承諾を受けること。

技能検定作業

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン、アセ

　着工前の測定　　　※行わない　　　・行う　測定対象室　　　　・図示　　　　　

　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

　測定箇所数　　　○箇所（監督職員の指示による。）　　・図示　　　　　

　※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部 (指定サイズ及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ））

　※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

分類・規格 撮影箇所 備　　　考

2

1

2

2

2

2

提出部数

・　　・　５　・　７

・　　・１０　・　３０

・　３・　６　・　９

　・　５・　９　・　３０

　ファイル形式をＪＰＥＧとし、ＤＶＤ－Ｒにて提出すること。

　※図示　　　・現場にて指示

　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタルカメラの総画素数は、２００万画素以上、記録

画素数は１２８０×９６０画素以上とする。

市内下請業者・市内材料調達の促進について

１　本市発注の建設工事等の施工に当たり、下請契約する場合には、できる限り東近江市に本店を有する業者へ発注するよう努め

２　工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、極力地場調達するなど、施工に当たって配慮すること。

　受注者は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等への損害についても補償

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。

　受注者は、電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無線局を搭載して

いると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

　施工者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

　受注者は、工事の着手前、完了後に、図示部分の近隣家屋、工作物等の調査を実施し、工事の起因する損傷等の有無を確認する

こと。万一、損傷等が生じた場合は、受注者の責任において現状に復旧すること。また、受注者自ら必要と思われる図示以外の近

隣家屋、工作物等についても調査を行うこと。

　使用電力、燃料等の使用を抑制し、効率的な施工計画をたて、省エネ施工に努めること。

　バリアフリー化に当たっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

　工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。指定サイズ（Ａ1又はＡ3）４部

　設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事においては、請負金額の増減対象としな

い。また、その費用(手数料とも)は、一切受注者負担とする。

　する。

１　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員，暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとする全ての者をい

　う。）による不当介入（不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時

　点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

２　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所轄警察署に届け

３　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するもの

する保険に加入すること。

・本工事は、契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、有線電気通信法、日本電信電話株式会社基準、電波法、有線テレビジョン放送法、消防法、

　建築基準法、労働安全衛生法等、関係諸法令を守り施工する。

・別契約の関係受注者が工事用仮設物を定置したものは、無償にて使用できる。

・機器の据付、配管支持については、地耐力を考慮し、「建築設備耐震設計施工指針」に基づき施工する。

　① 耐震計画書(１００kgを超える機器・アンテナブラケット等監理者の指示による。)

　② 耐風荷重計算書(突針支持管、太陽光発電、風力発電、テレビアンテナ等監理者の指示による。)

　③ ブロックマンホール・ブロックハンドホールの強度計算書

　④ 高調波発生の有無/抑制対策書

・建物ＥＸＰ－Ｊ部分及び振動機器接続箇所に使用する可とう電線管は、ビニル被覆金属製２種可とう電線管とする。

・露出配管を行う場合は、施工前に素地ごしらえ(エッチングプライマー等)と下塗りを行い、施工仕上げ塗装を行う。

・設計図中ＰＦ電線管は、合成樹脂可とう管(一重管)自己消火型を示す。

・内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等を取付け結露対策を講ずること。

・地中埋設管路(高圧、低圧、弱電)には、ＧＬ－３００mmの深さに埋設標識シートを識設する。(※２倍折　・３．５倍折)

・地中線路は、(・コンクリート製ケーブル埋設標　・埋設標示ピン)を設ける。

・内線規定、技術基準に準拠して図示なくとも必要箇所には規定に従うこと。

・振動の発生源となる機器には、全て防振緩衝材等を設けること。

・有価材の処分については、監督職員と協議を行い、適切に処分すること。

・各リストの数量は、平面図等から数量を再確認すること。

・マンホール、ハンドホール内にてケーブルの余長を見込むこと。 

・照明用スイッチで、ボックス１個当たりに多数ある場合は、監督職員と協議し本工事費内にてネーム入りスイッチとする。

・既設建物はつり、穴開け等に関しては、ダイヤモンドカッターを使用するものとし、事前に簡易配筋検査を行うこと。

・配線器具は、ＪＩＳ大角形(白色)とする。

・本工事費内にて(　・工事着工前　・躯体完了時)に(　・受信点　・協議による２０箇所)の電界強度測定を行う。

・配線器具プレートは、凡例によるが特記無き場合は、右記とする。(・新金属製プレート　・樹脂製プレート)

・電波障害対策工事費は、(　・本工事　・別途工事　・工事期間中別途発注)とする。 (調査業務)

・当該工事において、既設配管、既設埋設配管、機器等があった場合は、監督職員の指示により本工事費内で迂回等の工事を行う。また、撤去工事を行う。撤去

・屋外及び外壁面施工による各種配管支持材は、(　・ステンレス型　・溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ　Ｈ８６、４１の２種))

・行き先表示札については、湿気のある場所は、耐湿型の製品を使用し表示文字の劣化がしないこと。

・予備配管については、材質・口径を記入する。

・電線の色分けは、標準仕様書どおりとし、ケーブルの場合は、端末にて相別を施す。

・配線の特記なきものは、エコ電線・エコケーブルを使用する。

・配管の特記なきものは、ねじなし電線管（ＣＰ－Ｅ）とする。

　　　　　　相　　　　　　　線式　　　　　　　　Ｖ

地中　　　　　　　　　　　　　　　架空

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＮ　　６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＴ　　ＯＥ　　ＤＶ　

要　　　不要

屋内型　　フレーム組立開放型　　　キュービクル

高圧配電盤　　　低圧配電盤

３相　　　　単相

ＫＩＰ　　　ＰＤＣ　　　銅棒

電力ヒューズ(１組)　　フック棒(大・小)　　　絶縁マット

大角型

ＥＭ－ＩＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＴ　　ＥＥＲ　　ＥＥＦ　　ＦＰ－C

姿図による又は公共施設品番による。

架空配線の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

架空引込の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

ＰＥ管、ケーブル配線

ＥＭ－ＩＥ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＭＶＶＳ　　　ＥＭ－ＡＥ　　　４Ｓ６　　　Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

弱電機器姿図参照

架空配線の場合は、太陽光に対する耐光性を考慮し、電線種別／工事方法を決定すること。

ＰＥ管

電子ボタン式　電子交換式

ＣＣＰ(市内ＣＣＰケーブル)　　　ＥＢＴ(電子ボタン電話用ケーブル)

ＥＭ－ＣＰＥＥ(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

ＰＥ－Ｖ(構内ケーブル)　　　ＥＭ－ＴＩＥＦ(屋内用通信電線)　導入線１．６mm

ＰＦ管

弱電機器姿図参照

ＥＭ－ＩＥ　　芯ビニルコード　　ＥＭ－ＡＥ

ＰＦ管、ケーブル配線

弱電機器姿図参照

ＥＭ－ＣＰＥＥ(市内対ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル)

ＣＰＶ（制御用ＥＰゴム絶縁ビニルシースケーブル）　　　ＥＭ－ＡＥ　　　ＣＰＥＶ　　　ＵＴＰ

ＰＦ管、ケーブル配線

凡例による。

地上デジタル波対応機器とする。

施工前に測定し、各局毎の電界強度測定値を提出する。

ＥＭ－Ｓ－５ＣＦＢ　　　ＥＭ－Ｓ－７ＣＦＢ　　　Ｓ－５ＣＦＢ

アンテナ位置は、建築意匠、強度等を考え監督職員と協議する。

ＰＦ管、ケーブル管

凡例による。

ＥＭ－ＩＭ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　ＡＥ

ＰＦ管、ケーブル管

ＥＭ－ＩＭ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　ＥＭ－ＣＰＥＥ

凡例による。ＬＰＧ用ガス漏れ検知器(既設に合わせること。)

所轄消防署と協議の上、完全に施工する。

別途建築工事と打合せの上、完全に施工する。

ＥＭ－ＩＥ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＥ　　　ＥＭ－ＨＰ

ＪＩＳＡ４２０１に準じて施工する。

(1.1.1)

(1.1.3)

(1.1.4)

(1.1.7)

(1.3.8)

(1.4.2)

（1.4.6）

（1.4.1）

（1.5.9）

（1.6.2）

（1.7.1から3）（表1.7.1）

ＥＭ－ＩＥ　　ＨＩＶ　　ＯＷ　　ＤＶ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥ　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＥ　　ＥＥＲ　　ＦＰ－Ｃ

３相３線式２１０Ｖ　　　３相　　　線式　　　Ｖ

３　施工に際し、施工手順書である建築工事施工チェックシート（最新版）に従い提出のこと。

材料調達の促進

項　 目

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

製品、材料の利用にも努めること。

前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

２
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　ること。その場合適正な価格で請け負わせ、下請代金は、適正な期間内に支払うこと等、下請契約、下請代金支払の適正化に努

　めること。

　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数

料とも）は、一切受注者負担とする。

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質、性能を有するものとし、ＪＩＳ又はＪＡＳのマーク表示のない材料、

各種検査合格書等23

・図示のない限り露出配管は、全て塗装する。(機械室電気室内の塗装　※要　・否)(ＥＰＳ共同溝内の塗装　・要　※否)

・建築工事にてスタイロホーム等の打込み箇所には、原則として、コンクリート内埋設配管工事は行わない。

４　現場代理人と主任技術者又は監理技術者を兼ねることができる。 

　　制及び再利用の促進に努めること。また、再生資源利用〔促進〕計画書及び同実施書を作成し、速やかに報告のこと。

４　施工計画書には、契約者の写し、施工者の写し、搬出先までのルート図、運搬車のナンバープレート一覧を添付すること。

　施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

１　原則として、現場代理人は、他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等を含め工事現場が不稼動であ

２　現場代理人は、監督職員に受注者との直接的な雇用関係の確認できるもの（健康保険証の写し等）を「現場代理人等届」に添

　む。）又は「軽微な変更の届け」の届けの必要が生じた場合は、申請手数料も含めて受注者の負担にて遅滞なくこれを行うこと。

１　工事車両の出入りについては、現場協議の上、決定し、安全管理員を配置して危険防止に努めること。

　律（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体及び再資源化を実施すること。

５　ＰＣＢを含有する機器等については、飛散・流出がないように適切な場所に保管し、工事完了後監督職員に引き渡すこと。

その製造者は、次の（1）から（6）の事項を満たすものとする。

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書、その写し各２部を提出すること。

　なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

・本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで、原則として受注者の負担とする。また、引渡しまでの

　本設受電も同様とする。

　なお、変更時と完成時の間が１０日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

・設計図書は、工事の大要を示すものであり、着工前に施工図等を提出し監督職員の承諾を受けること。

　なお、設計図書に、明記なき事項で、技術上、美観上又は保安上当然必要と認められるもの並びに現場の納まり上必要な軽微な変更は、監督職員と協議の上、

　指示により施工する。この場合原則として工事費の増減は行わない。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は外部機関（（社）公

共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるも

のとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。また、備考欄に商品名が記載された材料は、

当該商品又は同等以上の品（以降、同等品と記す。）を使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

ともに、センター登録の「工事受領書」の写しを監督職員に提出すること。ただし、期間には、土曜日・日曜日・国民の祝日に関

する法律に定める国民の祝日等は含まない。

トアルデヒドの濃度を測定し、報告する。測定は,パッシブ型採取機器により行う。

　※東近江市の求める部数とする。【データ共提出（ＪＷＷ及びＰＤＦ形式)】

Ｂ種接地抵抗値は、関西電力㈱と打ち合せた値とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、高(低)圧引込設備の一切を施工すること。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電灯動力幹線設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、動力設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電話(ケーブルＴＶ)設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、電気時計表示設備(更新)工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、通信及び信号設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、共聴(ケーブルＴＶ)設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、ガス漏れ警報設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、防火戸自閉設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、雷保護設備の一切を施工する。

・二重天井ケーブル配線工事の場合は、カラーケーブルによる色分けを行い、色積については、監督職員と協議の上、決定とする。

　工事現場に置く電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものと

・既設取り外し再使用取付機器は、ワックス清掃、絶縁測定(本工事費内で必要により改修)、ランプ替え等の上、取り付ける。

・工事着工前に次に掲げる書類を提出のこと。

・長さ１m以上の入線しない空配管、予備配管には、ビニル被覆鉄線（１．２mm）を入線し、名札を取り付ける。

・ハンドホール、プルボックス、盤内の電線ケーブルには行先、用途、サイズ等を明記した名札を取り付ける。

・接地極埋設位置付近に設置埋設標を取り付けること。

風致地区　自然公園　市街化区域　市街化調整区域　法２２条指定区域　指定なし

止対策要綱を遵守する。

　※完成図(しゅん工図)提出部数　※４部　　・　　部（訂正した図面）

　しゅん工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。（部数、詳細については、監督

職員の指示による。）

しゅん工写真

　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請請負人(再委託の協力者を含む。)

　に対して、十分に指導を行うものとする。

工事を行う場合は、既設調査確認の上、既設に支障のないよう処理する。

・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　最新版）

１　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下「標仕

　という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下「改修標仕」という。)による。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「電気設

　備工事監理指針(最新版)」及び「建築改修工事監理指針(最新版)」を参考とする。機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事

　は、それぞれの工事特記仕様書を適用する。

・工事写真の撮り方(建築設備編)営繕工事写真撮影要領・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・電気設備工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

新版）による。完成写真の撮影場所は、監督職員の指示による。しゅん工写真は、アルバム製本にて提出すること。

　工事写真の撮影要領は、工事写真の撮り方(建築設備編)営繕工事写真撮影要領・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修最

　受注者は、産業廃棄物を適正に処理するに当たり以下事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承諾を受けること。

　東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）  

契約工期による。工 　事 　期 　間

本工事は、次に掲げる事項に従って、拡声設備工事の一切を施工する。（既設機器の脱着）

１次側　３相３線式６,６００Ｖ、２次側　３相 ３線式２１０Ｖ　　単相　３線式１００／２００Ｖ

本工事は、次に掲げる事項に従って、受変電設備工事の一切を施工する。（開閉器交換）

本工事は、次に掲げる事項に従って、電灯コンセント設備工事の一切を施工する。（既設機器脱着）

６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＴ

本工事は、次に掲げる事項に従って、自動火災報知設備工事の一切を施工する。（既設機器脱着）

1 改　修

１階 ２階 ３階 PH階

1回目R　.　.

図面記載のある工事一式

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

電灯・動力分電盤(露出型　　６面　押込型　　　面)

ＧＰ管、ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ＰＥ管、ケーブル配線

ＧＰ管、ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ＰＥ管、ケーブル配線

ＧＰ管、ＣＰ管、ＣＰ－Ｅ管、ＰＥ管、ケーブル配線

1 改　修

1 改　修

グラウンド

第一テニスコート

駐車場

ＥＭ－ＩＥ　　　ＯＣ　　　ＤＶ　　　６００Ｖ　ＥＭ－ＣＥＥ　　ＣＶ　　ＩＶ

３相３線式２１０Ｖ　　　単相　　３線式　　　１０５Ｖ／２１０Ｖ

電気工事特記仕様書（1）

東近江市上南町５０番ほか

蒲生運動公園グラウンド、第一テニスコート及び駐車場照明設備工事の一切を行う。

・定例会では、前回議事の確認、本回工事会議の確認、指示事項、その他質疑等、次回打合せ日程の確認を行うこと。

・工事関係書類等は、書面にて残すこと。

・建築工事下請人報告書、施工体制台帳等届出書(施工体制台帳、施工体系図)再下請通知書について、金額にかかわらず提出する

　こと。

・部分使用については、しゅん検査までに使用する場合は、検査員の検査を行う。検査の指示に従い、書類を用意すること。

・質疑については、所定の様式でやりとりを行うこと。

ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２

ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４

既設配線流用部分については絶縁抵抗測定を行い、基準値を満たしていることを確認のこと。

着工前、施工完了時に照度測定を行うこと。



◆ 備 考 ◆

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

◆　発　注　者　◆◆ 設 計 事 務 所 ◆

製 図

最新日

◆ 図 面 番 号 ◆

◆ 工 事 名 称 ◆ ◆ 図 面 名 ◆ ◆ 縮 尺 ◆ 図 作 者図 作 者確 認 者確 認 者

電気工事特記仕様書（2）東 近 江 市
2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

瑞晃建築事務所

Ｅ-２

ＴＥＬ　　０７４８-２３-５３３０

ＦＡＸ    ０７４８-２４-５３３０

適用種目 項　 目 特　　　記　　　事　　　項

15

自
家
発
電
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

定格

使用電線

機器仕様

配管材料

16

機
械
警
備
設
備

工事範囲及び説明

施工方法

工事範囲及び説明

施工方法

17

監
視
カ
メ
ラ
設
備

工事範囲及び説明
18

撤
去
工
事

使用電線

機器仕様

タチバナ 電成興業 奈良工業 ニチア

南電機 八州電工

日本コンクリート 三谷セキサン ヨシモト

福西 北勢

東芝 戸上 日本高圧 日立

高圧開閉器
東芝 戸上 日本高圧 日立

東芝 日立 冨士 三菱変　　圧　　器

コンデンサー
東芝 ニチコン 日立 冨士 三菱

キュービクル
下平 中立 内外 日溝

キュービクル(改修)
新岩村 大正 三星 名神 河村

内外 日東

配分電盤
川崎 下平 中立 内外 日溝

配分電盤
新岩村 大正 三星 名神 河村

東芝 内外 日東 パナソニック

岩崎 遠藤 オーデリック 小泉 三洋 大光

東芝 日立 マックスレイ パナソニック

三菱 山田

照明器具

夜間照明器具 岩崎 東芝 パナソニック

配線器具 神保 星和電機 パナソニック

拡声機器 JVCケンウッド パナソニック ユニペックス

AV機器 ソニー パナソニック ユニペックス

時計 パナソニック

インターホン
アイホン 東芝 日立 日本インターホン

パナソニック

トイレ呼出機器 アイホン

来客報知機器 アイホン パナソニック

表示器 アイホン

アンテン 日本アンテナ 日立国際電気 マスプロ電工 パナソニック

ミハル通信
テレビ共聴機器

火災報知機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

非常警報機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

防火戸自閉機器 沖電気防災 ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

ガス漏れ警報器
沖電気防災 新コスモス ニッタン 能美防災 ホーチキ パナソニック

矢崎

避雷針 大阪 四興 日本 ワールド

自家発電機器
オーハツ ダイハツ 西芝 日立 三菱重工

三菱電機 明電舎 ヤンマー

蓄電池 新神戸電気 日本電池 古河電池 パナソニック ﾕｱｻｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

電話装置
岩通 沖 東芝 ナカヨ

日通工 日立 パナソニック

デジタル交換機 沖 日立 富士通 三菱

警備保障

電気温水器 東芝電器 東陶機器 日立空調システム 三菱電機

舞台照明 東芝 パナソニック 松村 丸茂

舞台音響
映像システム ソニー JVCケンウッド

不二音響

監視カメラ ソニー パナソニック ユニペックス

太陽光発電
京セラ 三菱電機

上記メーカーは、参考とし、同等発電能力を有することにより他メーカーの採用を可とする。

ＰＦ管、ケーブル管

弱電機器姿図、凡例による。

ＥＭ－ＩＭ　　　ＨＩＶ　　　ＨＰ　　　ＥＭ－ＡＭ　　　Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　ＭＶＶＳ　　　

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

製　　造　　業　　者機　材　名適用

電　　　　　　線

ケ　ー　ブ　ル

電　　線　　管

同　上　付　属　品

ビニル電線管

同　上　付　属　品

使　用　機　材　製　造　者　指　定

ＦＥＰ電線管

ＰＦ電線管

プルボックス

コンクリート柱

コンクリート(二次製品)

マンホール蓋

高圧しゃ断器

摂陽工業

大日

長谷川

大垣

三菱

大垣

三菱

ダイヘン

川崎

日動電力

近畿

小島

エナジーサポート

冨士

エナジーサポート

冨士

愛知

指月

明電舎

愛知

積水化学工業

別川

草川

東芝

愛知

別川

草川

テンパール

ソニー

ＴＩＣシチズン

ＮＥＣ

ネグロス電工

ＴＯＡ

ＤＸアンテナ

ｾｲｺｰﾀｲﾑｼｽﾃﾑ

ケアコム

ケアコム

ケアコム

ケアコム

JTVケンウッド

小糸

東芝

ヤマギワ

日本電気ＨＥ

ＮＥＣ

ＪＥＵＧＩＡ

ＴＯＡ

パナソニック

ＪＲＣ

シャープ

ＮＴＴ

東芝

塚本

ＴＯＡ

ＴＩＣシチズン

ＧＳユアサ

竹中ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ＪＶＣケンウッド

ＧＳユアサ

ＴＯＡ

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

日本工業規格（ＪＩＳ規格）

ＪＩＳ　Ｃ　３６５３　施工方法に適する電線管(角型・丸型とも)ねじ込み接続工法可とする。

容量　　　　　ＫＶＡ　　　電圧　　　　Ｖ

日本内燃力発電設備協会認定合格品とする。

本工事は、次に掲げる事項に従って、自家発電設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、機械警備設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、監視カメラ設備工事の一切を施工する。

本工事は、次に掲げる事項に従って、撤去工事の一切を施工する。

1回目R　.　.

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事
ＴＥＬ　　０７４８-２４-１２３４

ＦＡＸ    ０７４８-２４-０７５２



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

位置図

A2   S=1:2500

E-3

第一テニスコート
駐車場

グラウンド

工事場所：東近江市上南町50番ほか　蒲生運動公園　グラウンド、第一テニスコート、駐車場



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日

配 置 図 Ｓ＝１：１０００

A2   S=1:1000

配置図
ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

E-4

駐車場

※照明改修工事

※照明改修工事

倉庫

グラウンド

倉庫

倉庫

バックネット

倉庫
倉庫

倉庫

7,000

8,5
00

門扉

市道育苗施設連絡線

県
道

桜
川

西
竜

王
線

（法42条
1項

1号
道路）

（
法

42条
1項

1号
道

路
）

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

屋外便所

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

照明柱

一級河川 日野川

倉庫

屋外便所 11,700

38,
000

照明柱

35,000

照明柱

※照明改修工事

第一テニスコート

■ 工 事 工 程 表 (参 考 )

工事種別 月

仮 設 工 事

準備工

照 明 改 修 工 事

竣工検査

手直し 引渡し

グランド改修工事

備 考

照明器具・分電盤等 製作期間

第一テニスコート 駐車場改修工事

１箇月 ２箇月 ３箇月 ４箇月 ５箇月 ６箇月



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

A2   S=1:300

県
道

桜
川

西
竜

王
線

（
法

42条
1項

1号
道

路
）

8,5
00

倉庫

屋外便所

倉庫

バックネット

国旗掲揚ポール

11,700

ＷＨ

グラウンド

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

Ｓ＝１：３００グラウンド平面図

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C

照明柱 P4

照明柱 P5

LED投光器A-400×8台更新

投光器台・分電盤更新

LED投光器A-400×8台更新

投光器台・分電盤更新

LED投光器A-400×8台更新

投光器台・分電盤更新

LED投光器A-400×8台更新

投光器台・分電盤更新

LED投光器A-400×8台更新

投光器台・分電盤更新

LED投光器A-400×8台更新

投光器台・分電盤更新
照明柱 P6

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
A-400×48台
B-22 × 6台

誘虫器B-22×1台更新

照明柱 P2

誘虫器B-22×1台更新

誘虫器B-22×1台更新

誘虫器B-22×1台更新

誘虫器B-22×1台更新

誘虫器B-22×1台更新

照明柱 P1

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤(既設)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤から各分電盤までのｹｰﾌﾞﾙは再利用とする

再利用
既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

照明柱 P3

倉庫

倉庫

再利用

再利用

再利用

再利用
再利用

既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C
再利用

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C
再利用

分電盤 P3

分電盤 P4

分電盤 P6

分電盤 P5

分電盤 P1

分電盤 P2

E-5

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

グラウンド改修平面図

※既設再利用ケーブルの種別・経路は参考とする。



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

E-6

1U 1W 2U 2W 3U 4U 5U 6U 6W5W4W3W 7U 7W 18V 18W 28V 38V 48V 58V 9U 9V68V28W 38W 48W 58W 68W

P-1

盤P-1へ 盤P-1へ

P-2 P-3 P-4 P-5 P-6 残置灯 殺虫灯 殺虫灯 殺虫灯 殺虫灯 殺虫灯 殺虫灯 ｺｲﾝﾀｲﾏｰ

盤P-2へ 盤P-3へ 盤P-4へ 盤P-5へ 盤P-6へ 盤P-1へ 盤P-2へ 盤P-3へ 盤P-4へ 盤P-5へ 盤P-6へ ｺｲﾝTM盤へ

22sq-2C 38sq-2C 14sq-2C 22sq-2C 38sq-2C 3.5sq-2C 3.5sq-2C 3.5sq-2C 3.5sq-2C 3.5sq-2C 3.5sq-2C 3.5sq-2C 5.5sq-2C

端子台詳細

　盤名称　

分電盤 ELB3P3E350A

主幹

既設ｹｰﾌﾞﾙ125sq-3C

14sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ 既設ｹｰﾌﾞﾙ

ED 端子付

200

5
0
0

屋外露出型鍵付

400

ED 端子付

200

5
0
0

屋外露出型鍵付

MCB2P

50AF30AT

MCB2P

50AF20AT

EM-IE 8sq×2 EM-CE 3.5Sq-2C

LED投光器×8台 誘虫器×1台

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤より

既設ｹｰﾌﾞﾙ
3.5sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ

400

ED 端子付

200

5
0
0

MCB2P

50AF30AT

MCB2P

50AF20AT

EM-IE 8sq×2 EM-CE 3.5Sq-2C

LED投光器×8台 誘虫器×1台

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤より

既設ｹｰﾌﾞﾙ
22sq-2C 3.5sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ

400

ED 端子付

200

5
0
0

屋外露出型鍵付

MCB2P

50AF30AT

MCB2P

50AF20AT

EM-IE 8sq×2 EM-CE 3.5Sq-2C

LED投光器×8台 誘虫器×1台

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤より

既設ｹｰﾌﾞﾙ
3.5sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ

400

38sq-2C

14sq-2C

MCB2P

50AF30AT

MCB2P

50AF20AT

EM-IE 8sq×2 EM-CE 3.5Sq-2C

LED投光器×8台

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤より

3.5sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ

MCB2P

50AF20AT

EM-CE 3.5Sq-2C

3.5sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ

誘虫器×1台

既設ｹｰﾌﾞﾙ
14sq-2C

LED投光器×1台
（残置灯）

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤(既設) 分電盤P-1 分電盤P-4

分電盤P-2・P-5 分電盤P-3・P-6

分電盤（P-1） 分電盤（P-4）

屋外露出型鍵付

分電盤（P-2・P-5） 分電盤（P-3・P-6）

参考図 参考図

参考図 参考図

電灯・動力幹線設備　分電盤図



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

投光器　マルチハロゲン灯Ｓタイプ１０００形器具相当A-400

LED投光器残置灯

立上配管 PE70 更新
既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C　E8sq(再利用)
既設ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-2C×2(再利用)

投光器台 XDYK2800（4灯×2段）

照明柱 P-1

16ｍ

立上配管 PE70 更新
既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C　E8sq(再利用)
既設ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-2C(再利用)

投光器台 XDYK2800（4灯×2段）

照明柱 P-4

立上配管 PE70 更新
既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C　E8sq(再利用)
既設ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-2C(再利用)

投光器台 XDYK2800（4灯×2段）

照明柱 P-2・P-5

立上配管 PE70 更新
既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C　E8sq(再利用)
既設ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-2C(再利用)

投光器台 XDYK2800（4灯×2段）

照明柱 P-3・P-6

A-400×8台 A-400×8台 A-400×8台 A-400×8台

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 既設ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 既設ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 既設ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

EM-CE3.5sq-3C(1E) (G28) EM-CE3.5sq-3C(1E) (G28) EM-CE3.5sq-3C(1E) (G28)EM-CE3.5sq-3C(1CE) (G28)

EM-CE3.5sq-3C(1CE)×7

EM-CE3.5sq-3C(1CE)×1

EM-CE3.5sq-3C(1CE)×8 EM-CE3.5sq-3C(1CE)×8 EM-CE3.5sq-3C(1CE)×8

P.B 300×300×200SUSWP P.B 300×300×200SUSWP P.B 300×300×200SUSWP P.B 300×300×200SUSWP

ＬＥＤ誘虫器

壁取付型・据置取付型、保護等級：ＩＰ６５
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）、昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０
光束６９０００ｌｍ、消費電力４００Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ
本体：アルミ、前面パネル：ポリカーボネート（透明）、ハンドル：ステンレス
アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）
耐風速６０ｍ／ｓ、落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ、質量：１１．８ｋｇ

消費電力２２．７Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ、光束維持時間６万時間
本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）
パネル：強化ガラス（つや消し）
アーム：ステンレス鋼板：ポリエステル樹脂粉体焼付塗装
アーム仕上：（ミディアムグレーメタリック）
落下防止ワイヤー付、耐風速６０ｍ／ｓ、耐雷サージ：１５ｋＶ

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防雨型・重耐塩害仕様、広角タイプ
電源内蔵タイプ、防まつ型、耐塩害仕様

B-22

B-22×1

13.4m
投光器架台DYKX05183

B-22×1
投光器架台DYKX05183

B-22×1
投光器架台DYKX05183

B-22×1
投光器架台DYKX05183

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
A-400×48台
B-22 × 6台

配管と配線については全て更新とする（立上り配線除く)

2.6m

P.B 300×300×300SUSWP P.B 300×300×300SUSWP P.B 300×300×300SUSWP P.B 300×300×300SUSWP

分電盤P-1

LED投光器残置灯 EM-CE3.5sq-2C
LED投光器 EM-CE8sq-2C
EM-IE5.5sq×1 (G36)

LED投光器 EM-CE8sq-2C
EM-IE5.5sq×1 (G28)

LED投光器 EM-CE8sq-2C
EM-IE5.5sq×1 (G28)

LED投光器 EM-CE8sq-2C
EM-IE5.5sq×1 (G28)

分電盤P-4 分電盤P-2･P-5 分電盤P-3･P-6

E-7

グラウンド照明改修図

参考品番　ＮＹＳ３０５４７ＫＬＥ２ 同等品 参考品番　ＮＹＳ８９０００ＬＥ９　同等品



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

35,000

3
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倉庫

倉庫
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道
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線

（
法
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条
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項
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号

道
路

）

A2   1:300

Ｓ＝１：３００第一テニスコート、駐車場 平面図

一級河川 日野川

第一テニスコート

凡例

LED防犯灯 D-6.3

LED投光器 C-143×2

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ DYDX4032×1

駐車場

200×200×150SUSWP

ED種 屋外便所

Ｗ
ＨNAﾎﾟｰﾙ DH-6

照明柱H=5.5m(既設)

照明柱H=5.5m(既設) 照明柱H=5.5m(既設)

（GL-300）

ｿｰﾗｰﾀｲﾏｰTB251101N
ｦｵﾙﾎﾞｯｸｽWB-2AJ
既設屋外便所電源より

EM-CE3.5sq-3C(1CE)(PE22)

PB 200*200*150(既設)

IV5.5sq*2 E3.5sq (PE22・#24)

EM-CE3.5sq-3C(1CE)(PE22)

PB 200*200*150(既設)

EM-CE3.5sq-3C(1CE)(PE22)
支線更新

CE5.5sq-2C E3.5sq（FEP30）

DV2.6-2C(既設)

PB 200*200*150(既設)

IV5.5sq*4 E3.5sq (PE28・#30)

(屋外照明・屋外便所)(既設)
IV5.5sq*4 E3.5sq (PE28・#30)

SV14sq-3C E5.5sq (FEP40)
(盤立上PE36・#38　ｱｰｽVE16)　

引込柱(既設)

照明柱H=5.5m(既設) LED防犯灯(既設)

引込計器盤(既設)

更新

更新

更新更新

支線(更新)

DVｹｰﾌﾞﾙ2.0-3C

支線(既設)

DVｹｰﾌﾞﾙ2.0-3C

照明柱

照明柱

照明柱

P.B

P.B

P.B

P.B

P.B

立上りCE3.5sq-2C IE2.0（G22）

立上りCE3.5sq-2C IE2.0（G22）

立上りCE3.5sq-2C IE2.0（G22）

新設

新設

新設

新設

新設
新設
CE5.5sq-2C E3.5sq（G28）

新設
CE5.5sq-2C E3.5sq（G28）

新設
CE5.5sq-2C E3.5sq（G28）

更新

更新

ﾃﾆｽｺｰﾄ
C-143×8台
ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ×4台

駐車場
D-6.3×5台

LED

P.BEM-CE3.5sq-3C(1CE)(PE22)

(既設)

(既設)

E-8

LED

LED

LED

LED

LED

照明柱

照明柱

第一テニスコート、駐車場改修平面図

※既設再利用ケーブルの種別・経路は参考とする。



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

投光器　水銀灯７００形相当

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防雨型・重耐塩害仕様、中角タイプ
天井直付型・壁直付型・据置取付型、保護等級：ＩＰ６５
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０
光束２５３００ｌｍ、消費電力１４３Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ
本体：アルミ、前面パネル：ポリカーボネート（透明）
アーム：鋼材（溶融亜鉛メッキ）
耐風速６０ｍ／ｓ、落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ、質量：４．５ｋｇ

防犯灯　蛍光灯ＦＬ２０形相当

LED内蔵、電源ユニット内蔵、防まつ型、明るさセンサなし、明光色
光束７３０ｌｍ、消費電力６．３Ｗ、電圧１００Ｖ
昼白色、５５００Ｋ、Ｒａ８０、光束維持時間６００００時間（光束維持率８０％）
本体：ＡＳＡ樹脂（クールホワイト）
前面パネル：アクリル
保護等級：IP44、雷サージ１５ｋＶ
電力会社申請入力容量６．５ＶＡ

C-143 D-6.5

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

　盤名称　

引込開閉器盤

WHM

AC 1φ3W　105/210V

主幹

ELB3P60A

水銀灯
南側

水銀灯

水銀灯

水銀灯
東側

屋外便所
電源

西側

北側

防犯灯

①

②

③

④

20A

20A20A

20A 20A

RR

R R

20A

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ Ｔ R

照
明
用

キー

ボ
ッ
ク
ス

駐車場照明　追記

P.B(既設)

5
.
5
m

C-143×2台

配管と配線についてはP.B以降更新とする。

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ DYDX4032（2灯用）

EM-CE3.5sq-3C(1CE)(G28)

5
m

4
.
5
m

P.B200×200×150SUSWP

EM-CE5.5sq-2C IE3.5SQ(G28)

立上りCE3.5sq-2C IE2.0（G22）

DV2.0-3C

引込計器盤(既設)

鋼管柱(既設)

鋼管柱(既設) 鋼管柱(既設)

更新
DV2.0-3C

E-9

第一テニスコート・駐車場改修図

参考品番　ＮＹＳ３５２３５ＫＬＥ２　同等品 参考品番　ＮＮＹ２０３３３ＬＥ１　同等品



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事 A2   S=1:300

倉庫

倉庫

県
道

桜
川

西
竜

王
線

（
法

42条
1項

1号
道

路
）

8,5
00

倉庫

屋外便所

倉庫

バックネット

国旗掲揚ポール

11,700

ＷＨ

グラウンド

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C
既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C

既設ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C

Ｓ＝１：３００グラウンド平面図

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C

照明柱 P4

照明柱 P5

照明柱 P6

照明柱 P2

照明柱 P1

照明柱 P3

凡例

(ﾏﾙﾁﾊﾛｹﾞﾝ球　1000W)

殺虫器×1台撤去
投光器×8台撤去

投光器台・分電盤撤去

殺虫器×1台撤去
投光器×8台撤去

投光器台・分電盤撤去

殺虫器×1台撤去
投光器×8台撤去

投光器台・分電盤撤去

殺虫器×1台撤去
投光器×8台撤去

投光器台・分電盤撤去

殺虫器×1台撤去
投光器×8台撤去

投光器台・分電盤撤去

殺虫器×1台撤去
投光器×8台撤去

投光器台・分電盤撤去

撤去

P-1

CV2sq-3C(1E) (G16)

P-2～6

投光器 IV8sq×3(1E) (G22)
残置灯 IV2mm×2 (G16)

ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C　E8sq 再利用

撤去

撤去

殺虫器撤去

CV2sq-3C(1E)×7 撤去

CV2sq-3C(1E)撤去

P.B 200*200*150撤去

撤去

撤去

殺虫器撤去

撤去

P.B 200*200*150撤去

CV2sq-3C(1E)×8 撤去

撤去

ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C　E8sq(照明盤P-4) 再利用
ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C　E8sq(照明盤P-2・5) 再利用
ｹｰﾌﾞﾙ38sq-2C　E14sq(照明盤P-3・6) 再利用

既設ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-2C*2 再利用 ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-2C(照明盤P-2～6) 再利用
立上り配管PE70撤去 立上り配管PE70撤去 (照明盤P-2～6)

撤去

13.4m

16ｍ

2.6m

投光器　YA55636K　×48台

殺虫灯　YF22472　 × 6台

配管と配線については全て撤去とする（立上り配線除く)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤

CV2sq-3C(1E) (G16)

分電盤 P3

分電盤 P2

分電盤 P1

分電盤 P4

分電盤 P6

分電盤 P5

既設ｹｰﾌﾞﾙ22sq-2C
再利用

既設ｹｰﾌﾞﾙ14sq-2C
再利用

再利用
再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

分電盤P-1 分電盤P-2～6

丸型投光器8台(投光器台・取付金具共) 丸型投光器8台(投光器台・取付金具共)

投光器 IV8sq×3(1E) (G22)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤より

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ照明制御盤より

MCB2P

100AF60AT

MCB2P

30AF20AT

MCB2P

30AF20AT

MCB2P

100AF75AT 30AF20AT

MCB2P

分電盤P-1～P-6 分電盤P-1

分電盤P-2～P-6

5
0
0

400 200

E-10

グラウンド現況・撤去平面図

※既設再利用ケーブルの種別・経路は参考とする。



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

35,000

3
8
,
0
0
0

屋外便所

倉庫

倉庫

倉庫

駐車場

門扉

市
道

育
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連
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線

（
法

4
2
条

1
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1
号

道
路

）

A2   1:300

Ｓ＝１：３００

一級河川 日野川

凡例

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

　盤名称　

引込開閉器盤

WHM

AC 1φ3W　105/210V

主幹

ELB3P60A

水銀灯
南側

水銀灯

水銀灯

水銀灯
東側

屋外便所
電源

西側

北側

防犯灯

①

②

③

④

20A

20A20A

20A 20A

RR

R R

20A

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ Ｔ R

照
明
用

キー

ボ
ッ
ク
ス

LED

第一テニスコート

PB 200*200*150 PB 200*200*150

PB 250*250*150

IV5.5sq*4 E3.5sq (PE28・#30)

DV2.6-2C

IV5.5sq*2 E3.5sq (PE22・#24)

Ｗ
Ｈ

IV5.5sq*4 E3.5sq (PE28・#30)
(屋外照明・屋外便所)

LED防犯灯

立下

SV14sq-3C E5.5sq (FEP40)
(盤立上PE36・#38　ｱｰｽVE16)　

NAﾎﾟｰﾙ DH-6

支線不良引込柱

引込計器盤

照明柱H=5.5m 照明柱H=5.5m

照明柱H=5.5m

照明柱H=5.5m

投光器×2台撤去

投光器×2台撤去
投光器×2台撤去

投光器×2台撤去

SV5.5sq-3C (PE22)撤去

VVF2.0-2C (VE16)撤去

SV5.5sq-3C (PE22)撤去

SV5.5sq-3C (PE22)撤去

LED

再利用 再利用

再利用

再利用

再利用再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

投光器(HF700)　×8台

防犯灯　　　 　×5台

LED防犯灯　　　×1台

SV5.5sq-3C (PE22)撤去

照明柱(再利用)

照明柱(再利用)

照明柱(再利用)

照明柱(再利用)

照明柱(再利用)

DVｹｰﾌﾞﾙ撤去

DVｹｰﾌﾞﾙ撤去

DVｹｰﾌﾞﾙ撤去

DVｹｰﾌﾞﾙ撤去

支線撤去

支線撤去

支線(再利用)

引込計器盤詳細(再利用)

E-11

第一テニスコート、駐車場 平面図

第一テニスコート、駐車場　現況・撤去平面図



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

グラウンド平面図
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A2   S=1:650

LED5000_85_69000

69,000 lm

0.81

K0185429

13.4 m

51.8 lx 470 lx 108 lx

1.0 lx 236 lx 6 lx

755.4 lx 755 lx 594 lx

0.019 0.502 0.052

0.001 0.312 0.009

器具品番

器具種類

ランプ

全光束

保守率

器具コード

取付高さ

取付台数

【G1】NYS30547K-LE2

投光器グラウンドビームER広角

48 台

エリア

平均照度

最小照度

最大照度

最小／平均

最小／最大

全体 内野エリヤ 外野エリア

グラウンド照度分布図（参考図）



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事

第一テニスコート、駐車場 平面図 Ｓ＝１：２００
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25,300 lm
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5.5 m

55.7 lx 96.7 lx 117 lx 117 lx 105 lx

0.9 lx 10.8 lx 64 lx 66 lx 13 lx

264.8 lx 264.8 lx 265 lx 263 lx 265 lx

0.016 0.112 0.550 0.566 0.126

0.003 0.041 0.243 0.252 0.050

単位：lx

器具品番

器具種類

ランプ

全光束

保守率

器具コード

取付高さ

取付台数 8 台

【G2】NYS35235K-LE2

投光器パークビームＥＲ・モールライト【駐車場用】中角

エリア

平均照度

最小照度

最大照度

最小／平均

最小／最大

全体 テニスコート全体 テニスコート①（左側） テニスコート②（右側） 照明範囲

A2   S=1:200

E-13

第一テニスコート照度分布図（参考図）



縮尺工事名称 図面番号一級建築士事務所

瑞 晃 建 築 事 務 所備　　　　　考
作図図面名称）一級建築士事務所登録  　(

一級建築士　　　　号320490 畑 　 　 智 弥

2325号 作図日ハ

蒲生運動公園グラウンド等照明改修工事
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Ｓ＝１：３００グラウンド現況照度分布図 Ｓ＝１：３００第一テニスコート現況照度分布図

グラウンド、第一テニスコート現況照度分布図（参考図）


